
２０１０年大会ルール及び規定確認 

 

故障者も続出しながらも今まで頑張ってこられたCat’sさんが２ndから出場辞退されるこ

とになりました。ギリギリまで選手を探したりして大会への参加を模索されましたが残念

な結果となりました。 

これまでの頑張りとミニバレーに対してひたむきに取り組まれてきたことに対し賛辞を

贈り敬意を表したいと思います。永くにわたり本当にご苦労様でした。 

これからもミニバレーを続けていかれますことを祈念しています。 

つきましては、予選Ｂグループに Cat’s さんの代理でシュガリーノ（代表ヌーンさん）に

出場お願いいたしました。ＪＡＰＡＮ－ＣＵＰルールには不慣れだと思いますので皆様方

のご協力お願いいたします。（シュガリーノさん審判の際は、他のチームで主審をお願い

します。） 

また、Ｊ－２では、ラビットさんが今回棄権されましたので、代わりに「チャンプ」さん

と「ドルフィンさん」に代理をお願いしました。 

 

お問い合わせが多かったルールと規定について再確認させていただきます。 

 

ルールの確認 
■アウト・オブ・ポジションの反則（失点） 

   サーバーがサーブをヒットする瞬間より前に両コートの選手は両足ともコート内の 

床面に接していなければアウト・オブ・ポジションの反則となり即失点となる。 

（ラインテープに接していた場合はラインクロスと同様反則行為となる。）。 

   ※今回より必ず両足はコート内の床面に接していなければならない。（ラインテープ 

    に触れずに） 

 

■アウト、セーフの判断（ネットとポール部位の関係） 

   ネット部分に接しているポール部位にボールが当たってもセーフ。ネットに接してい 

ないポール部位ににボールが接した場合にはアウトとなる。 

 

大会規定の確認 

 ■登録について 

  ２００９年度から、やむを得ない事由（大会本部が正当と認めた場合）により他チー

ムに登録されている選手１名に限り追加登録を認めるようになりました。 

  （但し、その場合、総合ポイントから１０ポイント減ずる・・・２００９年規定） 

  このことは、体育館の予約が年々難しくなり祝日開催もやむを得ない状況になったた



め設定したものです。 

これを２０１０年度からポイントの減点を廃止するようになったのは審判講習会で

も確認させていただき、皆さんご承知のことと思います。 

  但し、この規定の大前提として相手側の了承を必ず取り付ける必要があるということ

です。 

  理由としては、選手を貸す側借りる側とも気持ちよく大会に出場できるようでなけれ

ば意味がないからです。 

  皆さんが楽しく気持ちよく試合をするためには、お互いわだかまりを持たないことが

必要となります。従って、協力できるところはお互い協力する思いやりも必要ですが

度を過ぎたら後味の悪い大会となってしまいます。 

  そのことを十分ご理解いただきたいと思います。 

 

２nd お手伝いチーム 
  該当チームは、８時半まで来場いただきコート設定をお願いします。 

  代表者は、コート設営される前に本部へ出席確認を受けて下さい。（不参加は減点） 

 

設営対象コート お手伝いチーム名 お手伝いチーム名 

第１コート WINTIA 無幻女子 

第２コート サタデーズ rise 

第３コート サイエンス フリースタイル（Ｊ‐１） 

第４コート ff（Ｊ‐１） アトミックス（Ｊ‐１） 

第５コート ウエイク アイリッシュ 

第６コート mon mon Eight Wings 

第７コート 黄色い悪魔 FBI 

第８コート BBN ff 

第９コート ラビット（男子） VOICE 

第１０コート Eight Wings（男子） ENDLESS 

※駐車場係は前回同様、秋桜（男子）と秋桜新撰組にお願いします。 

 

尚、大会追加登録は７月１６日までです。 

追加登録される場合には、必ずその事由を明記して下さい。 

ホームページ、メール、郵送、Ｆａｘ共に受付いたします。 

今回は冷房を入れますが、水分補給も忘れないようにして下さい。また、ペットボトルや 

弁当空など必ずお持ち帰りいただきますようお願いします。 
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